
２０１２年度行事日程日本粉体工業技術協会
　日本粉体工業技術協会（大川原武会長）は１月
、 日の両日、名古屋市内で分科会連絡会議、委
員会・部門連絡会議を開催。 月 ― 日、東京ビ
ッグサイトで開催される「国際粉体工業展東京
」を柱とする 年度の事業計画案を検討した。
年度の行事予定は次の通り。

４月 日　第１回常務会・第 回火曜会（東京・
　　　　　東京ガーデンパレス）
５月 日　第１回理事会・第 回木曜会（大阪・
　　　　　ＡＮＡクラウンプラザホテル大阪）
５月 日　第 回定時総会・第２回理事会（東京・
　　　　　東京ガーデンパレス）
６月７―　粉体入門セミナー （京都・ハートピア
　　８日　京都）
６月 日　委員長連絡会・第 回水曜会（名古屋・
　　　　　名鉄ニューグランドホテル）
６月 ―　粉体入門セミナー （京都・ハートピア
　　 日　京都）
６月 日　第 回金曜会（福岡・博多都ホテル）
７月 日　第 回火曜会（東京・東京ガーデンパ
　　　　　レス）
７月 ―　粉体入門セミナー （京都・メルパルク
　　 日　京都）
７月 日　第２回常務会（東京・東京ガーデンパレ
　　　　　ス）
８月３日　第３回理事会（東京・東京ガーデンパレ
　　　　　ス）
９月６日　委員長連絡会・第 回木曜会（大阪・
　　　　　ＡＮＡクラウンプラザホテル大阪）
月９日　第 回火曜会（東京・東京ガーデンパ

　　　　　レス）
月 日　第 回金曜会（福岡・博多都ホテル）
月 日　第３回常務会・第 回水曜会（名古屋・

　　　　　名鉄ニューグランドホテル）
月 日　第４回理事会・秋期定例会合（京都・京
　　　　　都センチュリーホテル）
月 ―　国際粉体工業展東京 （東京・東京ビ
　　 日　ッグサイト）
月６日　第 回木曜会（大阪・ＡＮＡクラウン

　　　　　プラザホテル大阪）
　 年
１月 日　第 回火曜会（東京・東京ガーデンパ
　　　　　レス）
１月 日　分科会連絡会議（名古屋・名鉄グランド
　　　　　ホテル）
１月 日　委員会・部門連絡会議（名古屋・名鉄グ
　　　　　ランドホテル）
２月 日　第 回水曜会（名古屋・名鉄ニューグラ
　　　　　ンドホテル）
３月７日　第４回常務会・第 回木曜会（大阪・
　　　　　ＡＮＡクラウンプラザホテル大阪）
３月 日　第５回理事会（大阪・ＡＮＡクラウンプ
　　　　　ラザホテル大阪）
３月 日　第 回金曜会（福岡・博多都ホテル）

　
数
多
く
の
単
位
プ
ロ
セ
ス
で
構
成
さ
れ
る
粉
体
技
術
は
、
日
常
生
活
か
ら
先
端
産
業
分
野
に
至
る
幅
広
い
場
面

で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
製
造
工
程
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
目
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
も
の
の
、
粉
体
技
術
を

い
か
に
上
手
く
活
用
す
る
か
が
最
終
製
品
の
品
質
を
左
右
す
る
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
材
料
や
素
材
と
な
る

粒
子
の
微
細

ナ
ノ

化
の
進
展
が
顕
著
な
こ
と
。
そ
の
レ
ベ
ル
が
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
に
到
達
し
た
こ
と
で
、
従
来

に
な
い
物
性
や
特
性
を
生
み
出
し
、
化
粧
品
や
医
薬
品
、
複
写
機
の
ト
ナ
ー
、
燃
料
電
池
の
電
極
材
な
ど
の
分
野

で
新
た
な
機
能
製
品
が
開
発
さ
れ
、
市
場
投
入
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
凝
集
や
架
橋
現
象
の
発
生
、
防
塵
爆
発
な

ど
、
微
細
化
進
展
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
発
生
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
粉
体
関
連
工
業
の
発

展
を
担
う
日
本
粉
体
工
業
技
術
協
会

大
川
原
武
会
長

の
多
様
な
事
業
展
開
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ナ
ノ
粒

子
の
リ
ス
ク
に
関
す
る
研
究
を
展
開
す
る
産
業
医
科
大
学
明
星
教
授
に
最
新
の
動
向
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

粉
体
技
術

製造技術発展のカギ

〈写真左上から時計回り
に〉昨年実施された「粉
体工業展大阪 」の開
会式の様子、会場は連日
多数の来場者でにぎわっ
た、最先端の製品群を間
近で確認できるのも同展
の魅力

粒
子
微
細
化
一
段
と

安
全
性
確
保
へ
研
究
進
む

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ２月１７日 金曜日 　　

産
学
連
携
に
よ
る
共

同
研
究
や
技
術
交

流
、
情
報
交
換
な
ど

を
積
極
的
に
進
め
て

い
る
同
志
社
大
学
学

研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス

の
微
粒
子
科
学
技
術

セ
ン
タ
ー

▲

　
２
０
１
２
年
度
、
日
本
粉

体
工
業
技
術
協
会
は

月

日
―

日
開
催
の
「
国
際
粉

体
工
業
展
東
京
２
０
１
２
」

を
中
心
に
多
様
な
事
業
を
展

開
す
る
。

　
協
会
内
部
の
組
織
で
は
、

ナ
ノ
物
質
の
安
全
性
を
継
続

的
に
研
究
す
る
目
的
か
ら
技

術
委
員
会
を
改
組
し
、
拡
充

す
る
。
ま
た
、
人
材
教
育
強

化
や
業
界
内
で
の
規
格
化
推

進
に
取
り
組
む
。

　
さ
ら
に
、
同
志
社
大
学
微

粒
子
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
と

の
共
同
研
究
や
技
術
交
流
な

ど
を
通
し
て
産
学
連
携
に
よ

る
交
流
を
促
進
す
る
。

　
粉
体
工
業
展
は
東
京
と
大

阪
で
交
互
に
隔
年
開
催
さ
れ

る
。
東
京
展
は
次
回
が

回

目
。
国
内
外
の
最
新
粉
体
技

術
・
機
器
の
展
示
に
加
え
、

著
名
な
講
師
に
よ
る
特
別
講

演
や
最
新
情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
そ
の
間
連
技
術
の
特
別
展

示
ゾ
ー
ン
の
設
置
な
ど
効
果

的
な
情
報
発
信
の
場
を
提
供

す
る
。

　
ま
た
粉
じ
ん
爆
発
の
最
新

情
報
や
ナ
ノ
物
質
暴
露
防
止

技
術
に
関
す
る
情
報
セ
ミ
ナ

ー
も
併
催
予
定
し
て
お
り
、

有
用
な
実
務
情
報
を
提
供
す

る
。粉

体
工
業
展
を
開
催

　
日
本
粉
体
工
業
技
術
協
会

で
は
今
年
度

年

の
メ

ー
ン
事
業
と
し
て

月

日

か
ら

日
の
３
日
間
、
イ
ン

テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
第
９
回
目

と
な
る
「
粉
体
工
業
展
大
阪

２
０
１
１
」
を
開
催
し
た
。

歴
史
に
残
る
天
災
や
経
済
の

激
動
を
目
の
当
た
り
に
し
主

催
者
お
よ
び
出
展
者
は

「
元
気
な
日
本
の
復
活
は

大
阪
か
ら
」
と
意
気
込
み
、

業
界
お
よ
び
各
企
業
の
技
術

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
開
催
規
模
は
前
回

年

大
阪
展

同
等
の
１
７
１
社

・
団
体
が
５
５
７
小
間
を
出

展
。
「
ナ
ノ
パ
ー
テ
ィ
ク
ル

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ゾ
ー
ン
」
も

併
設
さ
れ
、
粉
体
に
か
か
わ

る
展
示
で
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
１
号
館
、
２
号
館
が
埋
め

尽
く
さ
れ
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
来
場
者

は
３
日
間
で
延
べ
１
万
１
０

０
０
人
を
超
え
た
。
ま
た
今

回
は
、
試
験
的
に
開
館
時
間

を
早
め
た
。
し
か
し
、
早
朝

か
ら
受
け
付
け
に
行
列
が
で

き
る
な
ど
、
来
場
者
の
注
目

度
の
高
さ
を
実
感
さ
せ
る
結

果
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
協
会
に
と
っ
て
同

展
示
会
は
一
般
社
団
法
人
へ

移
行
後
、
初
の
展
示
会
と
な

っ
た
。
初
日
に
は
「
サ
イ
エ

ン
ス
エ
キ
ス
ポ
関
西
」
と
合

同
開
催
の
「
特
別
講
演
会
」

を
実
施
。
粉
体
工
学
会
主
催

の
秋
期
研
究
発
表
会
も
同
時

期
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
最
新
情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
セ
ミ
ナ
ー
、
「
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ

Ｅ
産
学
官
連
携
フ
ェ
ア
２
０

１
１
」
な
ど
を
併
催
し
粉
体

工
業
分
野
で
の
産
学
官
の
交

流
を
図
っ
た
。
次
回
の
大
阪

展
は
、

年

月
に
イ
ン
テ

ッ
ク
ス
大
阪
で
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

ナ
ノ
の
安
全
性
追
求

　

年
度
の
日
本
粉
体
工
業

技
術
協
会
の
組
織
は
、
技
術

委
員
会

年
４
月
発
足

で
進
め
て
き
た
技
術
用
語
の

検
討
活
動
を
継
続
事
業
と
す

る
。
さ
ら
に
特
別
委
員
会
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
た

ナ

ノ
物
質
の
安
全
性
向
上
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

活
動
を
「
ナ
ノ
物
質
問
題

検
討
委
員
会
」
と
改
称
。
両

委
員
会
を
技
術
委
員
会
が
管

掌
す
る
小
委
員
会
と
し
て
位

置
付
け
、
総
括
的
に
活
動
を

促
進
す
る
。

　
同
協
会
は
、
産
業
界
で
ナ

ノ
材
料
の
開
発
・
応
用
へ
の

リ
ス
ク
が
問
題
視
さ
れ
る

中
、
数
年
に
渡
り
ナ
ノ
粒
子

の
安
全
性
を
研
究
し
て
き

た
。
結
果
、
業
界
団
体
と
し

て
リ
ス
ク
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
暴
露
防
止
に
力
を
入
れ

た
技
術
開
発
に
特
化
。

年

度
は
粉
体
設
備
の
密
閉
化
お

よ
び
局
所
排
気
装
置
や
集
じ

ん
装
置
の
有
効
性
な
ど
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
時
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
機
械
的
方
策

の
検
討
を
進
め
る
。

　
た
だ
、
含
ま
れ
る
質
量
な

ど
単
位
の
レ
ベ
ル
で
す
ら
ナ

ノ
粒
子
の
明
確
な
定
義
が
な

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
。

協
会
内
で
も
ナ
ノ
粒
子
の
計

測
手
法
な
ど
の
確
立
に
話
題

が
集
中
し
、
対
応
策
構
築
へ

の
思
い
も
強
い
。

　
一
方
、
経
済
産
業
省
や
厚

生
労
働
省
な
ど
関
係
省
庁
も

同
様
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。
そ
こ
で
協
会
は
、

行
政
機
関
や
経
済
団
体
と
の

連
携
を
図
り
、
引
き
続
き
委

員
会
レ
ベ
ル
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
研
究
を
推
進
し
て

い
く
考
え
だ
。

規
格
化
を
推
進

　
協
会
で
は
業
界
に
必
要
な

規
格
を
国
内
お
よ
び
Ｉ
Ｓ
Ｏ

国
際
標
準
化
機
構

レ
ベ

ル
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と

で
、
わ
が
国
産
業
界
の
成
長

と
国
際
競
争
力
の
強
化
を
目

指
し
て
い
る
。

　
流
れ
と
し
て
は
、
ま
ず
日

本
粉
体
工
業
技
術
協
会
の
規

格
を
制
定
、
協
会
規
格
の
Ｊ

Ｉ
Ｓ

日
本
工
業
規
格

化

を
進
め
、
将
来
的
に
は
Ｉ
Ｓ

Ｏ
規
格
へ
誘
導
し
て
い
く
。

年
度
は

年
３
月
に
制
定

さ
れ
た
協
会
規
格
「
可
燃
性

粉
じ
ん
・
空
気
混
合
気
の
最

小
着
火
エ
ネ
ル
ギ
ー
測
定
方

法
」
に
つ
い
て
、
試
験
用
粉

体
な
ど
を
用
い
た
ラ
ウ
ン
ド

ロ
ビ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。
テ

ス
ト
結
果
を
反
映
し
Ｊ
Ｉ
Ｓ

原
案
の
作
成
に
着
手
す
る
計

画
だ
。

　
化
学
工
場
や
多
様
な
製
造

現
場
に
お
い
て
粉
じ
ん
爆
発

を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
使

用
さ
れ
る
粉
体
材
料
の
危
険

性
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
し
か
し
、
現
状
で
は
最
小

着
火
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
測
定
方

法
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
が
な
く
、

Ｉ
Ｅ
Ｃ

国
際
電
気
標
準
会

議

や
日
本
粉
体
工
業
技
術

協
会
規
格
に
お
け
る
判
断
お

よ
び
事
業
者
独
自
の
方
法
に

よ
っ
て
測
定
さ
れ
て
い
る
。

お
の
お
の
が
示
す
数
値
の
整

合
性
と
デ
ー
タ
の
信
頼
性
の

向
上
、
そ
し
て
業
界
が
よ
り

安
全
な
操
業
を
目
指
す
た
め

に
も
早
期
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
制
定
が

望
ま
れ
る
。

　
一
方
、
各
分
野
で
の
測
定

方
法
な
ど
で
、
す
で
に
欧
州

を
中
心
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に
準

拠
し
た
事
項
が
あ
る
。
こ
れ

ら
を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
と
整
合
さ

せ
国
内
仕
様
に
反
映
さ
せ
る

役
割
も
重
要
に
な
る
。
今
後

は
ナ
ノ
領
域
分
野
で
多
く
の

国
際
的
規
格
認
定
が
想
定
さ

れ
る
。

　
協
会
で
は
、
わ
が
国
の
技

術
が
国
際
的
に
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
取
れ
る
よ
う
、
粒
子
計

測
の
観
点
か
ら
つ
ね
に
Ｉ
Ｓ

Ｏ
規
格
を
に
ら
み
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規

格
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
を

事
業
テ
ー
マ
に
置
い
て
い

る
。

産
学
交
流
後
押
し

　
同
協
会
で
は
粉
体
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
の
下
部
組
織
と

し
て
産
学
技
術
交
流
推
進
部

門
を
設
置
し
て
い
る
。

年

４
月
に
は
同
志
社
大
学
学
研

都
市
キ
ャ
ン
パ
ス

京
都
府

木
津
川
市

快
風
館
内
に
あ

る
「
微
粒
子
科
学
技
術
セ
ン

タ
ー
」
の
協
力
を
得
て
連
携

事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
会

員
を
対
象
に
産
学
連
携
に
よ

る
共
同
研
究
や
技
術
交
流
、

情
報
交
換
な
ど
を
促
進
し
て

い
る
。

　
微
粒
子
科
学
技
術
セ
ン
タ

ー
に
は
同
志
社
大
学
の
教
授

陣
や
研
究
員
を
は
じ
め
、
全

国
の
大
学
か
ら
専
門
分
野
の

研
究
メ
ン
バ
ー
が
数
多
く
登

録
さ
れ
て
い
る
。
気
軽
に
課

題
を
持
ち
込
め
る
仕
組
み
作

り
に
加
え
、
物
性
測
定
や
表

面
・
化
合
物
分
析
な
ど
粉
体

関
連
の
最
新
鋭
機
器
を
そ
ろ

え
産
業
界
の
技
術
相
談
や
研

究
依
頼
に
応
え
て
い
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
活
用
状
況

は
、
昨
年
度

年
度

か

ら
会
員
外
企
業
へ
も
技
術
相

談
の
門
戸
を
広
げ
た
こ
と
で

拡
大
基
調
に
あ
る
。
２
年
間

の
累
計
で
技
術
相
談
対
応
件

数
が

件
、
共
同
研
究
に
移

行
し
た
案
件
が
４
件
、
受
託

研
究
へ
の
移
行
が
４
件
と
堅

調
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
協
会
が
手
掛
け
る
技

術
連
携
の
取
り
組
み
が
浸
透

し
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
認

知
度
が
向
上
。
新
た
な
会
員

獲
得
へ
一
役
買
っ
て
い
る
。

人
材
教
育
も
充
実

　
さ
ら
に
、
人
材
教
育
分
野

で
の
取
り
組
み
が
充
実
し
て

き
た
。
新
年
度
は
新
入
社
員

向
け
「
粉
体
入
門
セ

ミ
ナ
ー

３
回
シ
リ

ー
ズ

」
を
は
じ

め
、
粉
体
の
製
造
や

最
終
製
品
を
扱
う
企

業
担
当
者
を
対
象
に

「
粉
体
エ
ン
ジ
ニ
ア

早
期
養
成
講
座

講

座

」
の
開
催
を
予
定
。
ま

た
「
粉
体
技
術
専
門
講
座

３
回
程
度

」
や
「
粉
じ

ん
爆
発
・
火
災
安
全
研
修

初
級
・
中
級

な
ど

年

度
の
活
動
実
績
を
継
承
し
さ

ら
な
る
拡
充
を
図
る
。


